
＜平成２５年９月  第３回定例会 一般質問より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

 

若葉町地区防災行政無線についてでございます。 

若葉町地区防災行政無線につきましては、既に何度か私も取り上げさせていた

だきました。騒音に近い音になっているということもお伝えをしてきたところ

であります。 

先日、ある市民の方から、最近防災行政無線の音源が切られている。確かにひ

どい音ではあるが、いつの間にか切られていることに納得ができない。いつ来

るかわからない災害時にもどうするのか、自分自身でも２度ほど市に問い合わ

せをしたが、苦情があるので音源は入れられないという回答であった。災害が

あったとき、情報が流れないということが不安だといったことでございました。 

早速、担当課にも連絡をとりまして、事の経緯を伺いました。無線で飛ばして

いるがゆえに、何らかのタイミングで障害電波を拾うと雑音が入ってしまう。

特に、この若葉町地区のものについては、雑音が大変に大きく入ってしまうよ

うであります。 

今回は、たまたまそのひどい音のときに専門家の方が居合わせたと、これはひ

どいという判断があり、音源を切ったということがわかりました。 

その後、再度町内での検討をお願いしたところ、この２週間ほど前から再び音

源を入れていただいております。今のところ雑音もなく、きれいな音で放送さ

れております。 

そこで、今回の件で２点についてお伺いしたいと思います。 

一つには、この一連の出来事で、専門家の判断で防災行政無線を切ったとして

も、周辺住民には何も情報提供はないわけであります。気象庁では、８月 30日

から改正気象業務法を受け、特別警報の運用も始めました。 

立川市で進めているデジタル化まであと数カ月となり、何も起こらないにこし

たことはございませんが、またある面、いつ何どき発生するかわからないとい

ったものが災害であります。 



今回のケースのときも、いざというときには代がえとなる手段を持つというこ

とが必要ではないかと感じます。 

全ての地域住民への周知は難しい面があると思いますが、せめて放送が流れて

いないことに不安を感じた市民の方には、こうしたほかの手段を考えておりま

すよということをしっかりとお伝えして安心していただく、そうした必要性を

感じますが、そういった点についていかがお考えかお伺いいたします。 

また、もう一つは、デジタル化により音はクリアになるとしても、無線で飛ば

す以上、条件によっては聞こえづらい地域が出てくる可能性もあります。そう

したときの対応についてはどのようにお考えかお伺いいたします。 

 

◎市民生活部長（小林健司君） 

 

若葉町地区の防災行政無線の件でございます。 

以前から議会でも御指摘いただきまして、本年５月に当該の無線につきまして

調査したところ、周辺で電波のノイズが発生いたしまして、雑音が大きいこと

から、一時的に専門家の判断で無線を切らせていただきました。 

先月に再調査したところ、ノイズが軽減され、雑音が減少していることが確認

されたため、議員おっしゃるとおり、現状では無線の電源を入れている状況に

ございます。 

切る際の対応についてということでございます。 

このように雑音等で無線を切断する事態というのは、これまで例がございませ

んで、今回は先ほど申し上げましたとおり、技術者との相談の上、切断したも

のでございまして、今後、今年度デジタル化によりこのような事態は想定はし

てございませんけれども、万が一そのような事態がございましたら、議員おっ

しゃるとおり、事前に周辺の方々にお知らせする等の手配はとっていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

それから、無線以外の対応をということでございます。 



こちらについては、議員も御存じだとは思いますけれども、今年度デジタル化

にあわせまして、電話応答システムを運用いたしますので、こちらで対応した

いというふうに考えているところでございます。 

 

 


